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新
出
の

東
北
大
学
図
書
館
本

『

承
安
五

節
絵
巻
』

模
本
に

つ

序

『

承
安
五

節
絵
』

模
本
に

つ

い

て

い

て

　
　

　
　

　

　

山
本
陽
子

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　
（
1）

　
『

承
安
五

節
絵
』

は
、

平
安
末
期
の

承
安
元

年
に

行
わ

れ

た

宮
廷
の

五

節
行
事
の

様
を

描
い

た

絵
巻
で

あ

る

が
、

原
本
は

す

で

に

無
く、

模
本
の

み

が

数
多
く

残
さ

れ

　

（
2）

て

い

る
。

　

こ

の

絵
巻
は

様
々

な

視
点
か

ら

注
目
さ

れ

て

き

た
。

室

町

末
期
に

は

王

朝
趣
味
の

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　
（
3）

調
度
と

し

て

屏
風
に

仕
立

て

ら

れ、

江

戸
初
期
に

は

住
吉
如
慶
に

よ

っ

て

模
写

さ

（
4）

れ

て

住
吉
派
な

ど

の

大

和
絵
の

資
料
と

な

り、

寛
政
初
年
の

内
裏
再

建
に

際
し

て

は
、

平
安
朝
の

御
所
の

構
造
を

知

る

資
料
と

し

て

用

い

ら

れ

た

（
註
21

 
参
照）
。

近

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
（
5）

代
に

な
っ

て

後
白
河
上

皇
の

絵
巻
製
作
の

一

端
と

し

て

挙
げ

ら

れ
、

さ

ら

に

似
絵
の

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

（
6）

最
初
期
の

事
例
と

も

な

る

の

で

あ

る

〈

図
版
1

＞

。

　

似
絵
は

平

安
末
期
の

貴
族
た

ち
の

肖
像
画

観
の

転
換
点
に

位
置
す

る
。

平
安
朝
の

貴
人

の

肖
像
画

の

忌
避
と

そ

の

理

由
は、

現

在
も

肖
像
画

論
争
の

論
点
の
一

つ

で

1　似絵 と して描かれ た人物群 （東北大学 図書館本 『承 安五 節絵』 模 本 第一
段 ）

新
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本
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い
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＊
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史
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明
星

入

学

捌

究

紀

蜚

【
日

本
文
化
学

部
・
言
語

文

化
学
科
】

築
十
．

サ
　
ニ

OO
．

年

　〔
7）

あ
る

が
、

そ

れ

ほ

ど

貴
人

た

ち

が

忌
ん

だ

肖
像
爾

が、

鎌
倉
時
代
に

は

む

し

ろ

積
極

的
に

描
か

れ

る

よ

う
に

な

る

変
わ

り

目
に

、

似
鎚
鴨

の

流

行

が

あ

る
。

　

揚
絵
に

つ

い

て

の

記
事
の

初
出
は、
『

玉｛
巣
』

の

承宀
女…
二

年
（
一
．

七一．｛
）

九
月

　

　ダ
さし

九

日

条
の、

　

　

御
堂

御
所
の

障
子
の

絵、

そ

の

数

あ

り。

法
文
と

云

ひ

本
文

と

云

ふ
。

す

で

に

　

　

も
つ

て

数
ヶ

の

間
。

そ

の

ほ

か

女

院
御
所
に

は
、

仁
安
后
位
の

と

き

の

平

野
の

　

　

行

啓、

な

ら

び

に

去
年
院
号
の

の

ち

の

冂

吉
の

御
幸
な

ど

を

図
せ

ら

る
。

お

伽

　

　
お

の

供
奉
の

大

臣
以
下、

あ

は

せ

て

そ

の

面

貌
を

図
せ

ら

る。

馬
権
頭
隆
信
そ

　

　
の

道
に

堪
な

る

に

依
猷

て

こ

れ

を

閃
引い

」
れ

人
面

ぱ
が

馴
な

り
。

絵
師
は

淵

　

　

輿
云

網
。

ま

た

院
御
所
の

高
野

詣
云

々
。

こ

れ

も

同
じ

く

人
形

の

像
を

写

さ

る

　

　
る

な

り
。

珍
重

極
ま

り

無
し

云

々
。

（

後
略）
　
　

　
　

　
　

（

傍
線
　
山
本
）

で

あ

る

が、

乙

の

障
子

絵
は

伝
来
し

な

い
。

『

承

安
五

節
絵
」

が

こ

の

行
事
後
す

ぐ

の

承
安
元

年
か

二

年
に

描
か

れ

た

と

す

れ

ば、
『

玉

葉
L

の

記
事
よ

り

も

溯
る

資
料

と

な

り
、

ま

た

模
木
と

は
い

え

絵
画
か

ら

は

文

章
に

は

な
い

情
報
を

引

き

出

す
こ

と

が

で

き

る

は

ず

で

あ

る
。

す

で

に

本
図
の

似
絵
性
と

し

て
、

大

部
分
の

人
物
に

官
名

と

名
前、

年
齢
が

記
さ

れ、
一．
人

物
の

相
貌
に
【

種
の

個
別
性
L

が

あ

る

こ

と、

人

物
が

重

な

り

合
わ

ず、

後
ろ

向
き

の

人
物
も

顔
が

見
え

る

よ

う
に

振
り

向
い

て

い

る

二

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る

（

2
ー
 
参
照）
。

さ

ら

に、

こ

の

絵
巻
に

は

似

絵
で

顔

を

表
さ

孔

た

貴
族
と、

意
図

的
に

竹

の

陰
に

姿
が

隠
さ

れ

た

天

皇
と

が
、

併
せ

て

描

か

れ

て

い

る

こ

と

も

知
ら

れ

て

い

る

〈

図

版
2

＞

（

註
5．−
・
 
参
照
）

。

　

そ

れ

に

も
か

か

わ

ら

ず、

肖
像
画

論
争
に

『

承

安
五

節
絵
』

が

用

い

ら

る

こ

と

は、

ほ

と

ん

ど

な
い
。

畄「
に

摸
本
で

あ

る

か

ら

と
い

う

埋

山
の

み

に

し

て

は
、

同
じ

く

似

絵

の

模
本
と

さ

れ

る

『

中
殿
御
A
耳

図
』

の

方

は

し

ば

し

ば

引
き

合

い

に

出
さ

れ

る

の

で

あ

る．、

恐
ら

く

問
題

点
は、

大

半
の

『

承

安

五

節
絵
』

の

模
本
で

は、

顔
貌
描
写

が

ほ

と

ん

ど

省
略
さ

れ

て

し

ま
っ

て

い

る

こ

と

に

あ

ろ

う
〈

図

版
3
＞

。

こ

れ

ら

の

80

哩 ilf
ド

＼ 　◎、熱 ．1．・∴ 鮮
簽；し 　黛奔暫∴

蕊 擁 繍 驢 轍 甕纛蠡糞難靉鑢蕊総纛驫i纛 、；戀覊諜 L．
2　竹の 陰 に姿 の 隠 さ れ た 天 皇 と 似絵 の 貴 族 た ち （東 北大学図 書館 本

　『承 安五節絵 』 模本 第三 段〉

3　高橋宗 直 系 は 顔貌 表現 に 意 を 払 わ な

　 い （東京 国立博物館 （乙 ）本 『承 安 五

　節 絵 』 模 本 第一段）

模
本
の

非

個
性
的

な擢
麒

立

ち
か

ら、

原｝
本

の

似
絵
性
を

直
接
的
に

確
認

す
る

こ

と

は

難
し
い

。

従
っ

て

こ

れ

ま

で

の

言

及

で

は

旦
ハ

体
的
な

個
々

の

顔
貌
表

現
や
そ

の

相
似

性
に

踏

み

込

む

こ

と

は

で

き

ず、
『

承

安

万

節
絵
』

の

似
絵
性
は

情
況
証

拠
の

域
を

出

な
か

っ

た。

住
吉
内
記

系
統
の

模
本

　

実
際、

二

十

余
の

模
本
の

ほ

と

ん

ど

を

占
め
る

高

橋
宗
直
系

模
本
は、

寛
政
の

内

裏
造
営
の

参
考

と

し

て、

建

築
を

写
す
こ

と

に

重
点
が

置
か

れ
、

個
々

の

顔
貌

に

は

全

く

関

心

が

払
わ

れ

て

い

な

い

（

註

21
旨

 
参
照
）

。

し

か

し

巻

末
に

住
吉
内
記
の

署
名
を

持
つ

系
統
の

作
品

群
に

限
一、
て

は、

顔
貌
の

個
性
を

描
き

分

け

た

形

跡
が

残

．

て

い

る
。
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〔
9
）

　
そ

こ

で

前
論
文
で

は、

こ

の

住
吉
内
記

系
の
、

東
京
国

立

博
物
館
蔵
（

甲
）

本
，

東
海
大
学
附
属

図

書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
・

京
都
大

学
附
属
図

書
館
蔵
本
．

早

稲
田

大

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
11）

　
　

　
　
　
　
　
（
10）

学
図

書
館
蔵
（

乙
）

本
・

小
堀
旧

蔵
本
の

五

本
に

よ

っ

て、
『

承

安
五

節
絵
』

の

似

絵
性
を

検
討

し

た
。

こ

れ

ら

は

内
記
の

署
名

が

な

く
、

文

化
四

年
（

一

八
一

七
）

の

年
記

と

狩
野

養
信
の

花
押
の

み

の

東
博
本
と、

署
名

部
分
が

「

右
屏
風
一

双

分
也

他
見
無
用
／

禁
裏
御
道
具
／
五

節
淵
酔
之

御
屏
風
／
右
京
大

夫

信
實
朝
臣
筆
／
右
繪

本
者
如
慶
法

眼

冩
也
／

住
吉
内

記
」

の

桃
園

本
と

京
大
本、
「

右
屏
風
一

双
分
也

他
見

無
用

／

住
吉
内
記
」

の

二

行
の

み

の

早
大
本
と

小

堀
本、

の

三

系
統
に

小
分

す

る

こ

と

が

で

き

る
。

　
い

ず

れ

も

透

明
度
の

高
い

紙
に

透

き

写

し

で

模
写

し

た

も

の

で

あ

り
、

個
々

の

人

物
の

顔
の

輪
郭、

眉

や

日

鼻
立

ち

の

表
現
に

差
異
を

見
出
す
こ

と

が

で

き

る
。

な

か

で

も

明
確
な

形
と

し

て

伝
わ

り

や

す
い

顔
幅
の

広
狭
や

髭
の

有
無
を

五

模
本
の

同
一

人

物
間
で

比

較
す

る

と、

一

致
す

る

率
は

非
常
に

高
く、

こ

れ

ら

の

特
徴
が

少

な

く

と

も

住
吉
如
慶
の

最
初
の

模
写

に

溯
る

も

の

で

あ

る

と

考
え

ら

れ

る
。

　
さ

ら

に

同
一

人
物
の

顔
貌
表
現
を

比

較
す

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

原
図
の

人
物
が

似

絵
と

し

て

描
か

れ

た

か

否
か

を

検
証
し

た
。

『

承
安
五

節
絵
』

に

繰
り

返

し

登

場
し
、

複
数
回

氏

名
が

記

さ

れ

て

い

る

二

〇
名
の

顔
の

幅、

お

よ

び

眉
の

形
と

髭
の

有
無
を

比
較
す

る

と、

同
一

氏

名
の

人

物
の

顔
の

特
徴
は、

ど
の

登
場
場
面

で

も

ほ

ぼ

共

通

し
、

特
に

顔
の

形
で

は

す
べ

て

が
一

致
し

た
。

　

ま

た、

個
々

の

人
物
の

顔
の

特
徴
が

実
際
の

本
人
の

顔
立

ち

に

基
づ

く

も

の

か

否

か

を

検
討
す

る

た

め、
『

承

安
五

節
絵
』

の

人

物
の

う

ち、

似
絵
と

し

て

知
ら

れ

る

『

公

家
列
影
図
』

と

『

天

子

摂
関

大

臣
影
』

に

も

肖
像
が

載
る

レ
一

名

の

顔
貌
表
現

を、

こ

れ

ら

と

比

較
し

た。

お

お

む

ね

三

者
の

顔
立

ち

の

特
徴
は

共

通

し
、

特
に

骨

格
が

一

致
す

る

の

で
、

『

承

安
五

節
絵
』

が

本
人
の

顔
の

特
徴
に

基

づ

い

て

い

る

こ

と

に

な

る
。

こ

う

し

て
、

住
吉
内

記
系
の

五

模
本
の

顔
貌
表
現
に

よ

る

直

接
の

検
証

新
出
の

東
北
大

学

図

書

館

本
『

承

安
五

節
絵
巻
』

模
本
に

つ

い

て

山

本
陽
子

結
果
か

ら

も、
『

承

安
五

節
絵
』

の

原
本
が

最
初
期
の

似

絵
と

し

て

描
か

れ

た

こ

と

が

確
認
で

き

た
。

　
た

だ

し

こ

れ

ら
の

五

模
本
の

顔
貌
描
写
は、

単
独
で

資
料
と

し

て

使
う
に

は

そ

れ

ぞ

れ

問
題

が

あ
る
。

東
京
国

立

博
物
館
蔵
（

甲
）

本
は

、

描
写
が

最
も

丁

寧
で、

模

写
の

年
も

描
き

手

も

明

ら

か

な

基

準

作
品
で

あ
る

が、

似
絵
の

最
重
点
と

も

い

う
べ

き

顔
の

輪
郭
が

、

し

ば

し

ば

凵

の

窪
み

を

作
ら

な
い

簡
略
化
さ

れ

た

も
の

に

な

っ

て

い

る

と

い

う
欠
陥
が

あ

る
。

平
安
時
代
の

絵
巻
の

人
物
は、

似
絵
の

み

な

ら

ず
説

話

画

の

庶
民

も
、

物
語
絵
の

引

目

鉤
鼻
の

貴
族
で

す

ら、

顔
の

輪
郭
は

日

の

と

こ

ろ

で

い

っ

た

ん

切

れ

た

二

筆
無
い

し

三

筆
で

描
か

れ

て

い

る

の

で、

こ

れ

は

当
初
か

ら

の

表
現
と

は

考
え

ら

れ

な

い
。

後
の

土

佐
派
や

住
吉
派
の

源
氏

絵

で

は

貴
人
の

輪
郭
が

一

筆
で

卵
形
に

描
か

れ

て

い

る

の

で、

度
重
な

る

模
写
の

何
れ

か

の

段
階
で
、

細
や

か

な

輪
郭
描
写

が

失
わ

れ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
桃
園

本
と

京
大

本
の

描
写
は

や

や

簡
略
で、

特
に

眉
は

太

く

描
い

た

造

り

眉
と、

細
長
い

自
然
の

眉

と

の

区

別
が

行
わ

れ

な

い

ば

か

り

か、

時
々

眉

の

写

し

忘

れ

が

あ

る
。

　
早
大

本
に

は

省
略
は

な

く

描
き

込
み

も

多
い

が、

顔
貌
を

描
写
す

る

墨
線
が

や

や

太
細
の

あ

る

勢
い

の

強
い

筆
使
い

の

た

め、

良

く
い

え

ば

戯
画
的、

悪

く

い

え

ば

粗

雑
で

粗
い

印
象
が

あ

る
。

初
期
の

『

随
身
庭
騎
絵
巻
』

の

極
細
の

輪
郭
線
な

ど

か

ら

比
較
す
る

と、

こ

れ

が

当

初
か

ら

の

筆
致
で

あ

る

か

は

疑
わ

し

い
。

小

堀
本
の

描
写

は
か

な

り

丁

寧
に

思

わ

れ

る

が
、

現

所
在
は

判
ら

ず、

そ

の

様
相
は

小

さ

い

図

版
写

真
に

よ
っ

て

う
か

が

う

し

か

な
い

。

一
一

東
北

大
学
図
書
館
本
『

承
安
五

節
絵
』

こ

の

住
吉
内
記
系
統
の

五

模
本
に

よ

る

前
論
文

の

発
行
直
後

に、

東
北

大

学
図

書81
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明
L
大

孑
研
突
紀
窒

【

目

侭
丈

化

守

祁
　一
口
誇

又

化
学
朴］
第

ー
一
「
ラ

　

　
CO
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

付

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鑼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鞭
鑽
驪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『

　

　

　

　

　

　

　

　

　

靆
懣

鑼
韈

蠶

戀
鑞

蝕
本
『

承

女

五儲
即

給
」

（

昏
f
本
｝

の

有
在
を

知
っ

た
．

一

承
女

五

節
絵
』

こ

し

て

は、
、
旧

書
総
R
録
L

に

て

い

る、

弟

藤
，

捗

瞥

枚
写
の

冊

f
本
か

占
く

か

ら

知

ら

れ、

82

tt

黶

蓑

壌

灘覊鑞鰍

鬻　黛

鷺 s

藻

4

，　ハヒ
鐶 欝 夢

「

雫

罵

撚獵

　　　　   、♪

　
「

触 凝蝶

灘1蠹驫
讖 　 》 　 　 ・

　 　 　 鏃

鰹 噂

5　早稲 田大 学図書館 （乙 ） 本 『承安五 節 絵 』模 本　奥書　奥付

職 鏤擬 灘 覊鸚 羅藩

幽
糶灘

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

乗
北
人ノ
〜

図
爭
凵

館
所｝
鳳

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『冖
11

節
肝
姫
』

と

し

て

掲
載
さ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

狩

野
乂

庫
蔵
本
と

し

ご

東
北
大

学
図

書
館
の

k
ー

ム

ヘ

ー
、
〆
−

で
｝

部
凶

版
か

公

開
さ

れ
、

川

島
絹
江
に

辷

．

て

紹
介

も

さ

糺

て

い

ろ

（

晟
211

 
参
照）
。

し

か

し

本
論
文
て

取

r
け

ろ

［
、

承

女

a
節
絵
』

は、

こ

れ

と

は

企

く

別
の

巻

チ

本
て

あ

り
、

ご

れ

ま

て

紹
介

さ

れ

た

こ

と

を

聞
へ

な
h

。

　

新
出
の

東
北
大
≠

図
蓋

郎
臨
紙

明比
厭

の

「

承

笈
π

節
絵
」

（
巻
イ

本）

ほ、

雫
成

十

四

ヰ
五

月
の

第
行

f
π

回

美
術
史
ギ
会

全

画

人

会
協
賛
企

画

「

東
北
人」
了

附
属
図

書
館

黙巉 野 織 ノ
い

　
町
　　
脳
　　サ轡　か　　　　　　　　　　　　　　　ハ　も

　
　
ノ
　　　　　　　　ま　’　ダゼ

　　転鉢　　無   丶嵐

腋
・磁一一s

聾等養∴嶺

，
讌

瀦 サ
ぞ 1．解犠 壌

類
　 ヌ　　む
　 〜塾 、

　ノ　 も ま　　
ラ

響
黙 E 薯　

監

　曳洩諏
岬

螽
蠢

驫繍
6　京都大学図 書館本 『承 安 五 節絵』模本 　奥書

所
威
稀
観
美
術
資
糾
展
L

の

H
古
書
画

梗
本
に

展
示
さ

れ

た

も

の

看

あ

る

广
馗

己

参

照
）

。

柬
北
人
字

入

プ
阮

文

学
研
究
科
東
洋
・

h

本
丈
徳
史
研

究
室

と

美
，

〜

・

西

洋

欠
仙
中〜
研厩
兀

室・
伽

集
　

允

行
の

同
展
R冖
録

∴

は
、

　

　

承

衣
玉

節
絵
　　一

含

　

　

＃
→

目

弘

貫
（

｝

匕−
几
『

1

　

　

へ

六
一
」
　

写

　

　

紙
木

目

描

縦
二

＋
し
・

四

で

〆

孑

メ

ー

i
ル

ゴ
尸

時
代

丁
九

計

翼

　

　

　

承占
女一
儿

茸

〔

　

　
ヒ
【
）

の

万犀
卸

の

模
様
を
田

佃

き

と

と

め

凶

記
篠哩
画

　

訓冖

　

　

絵
各
九

段。

平

宏

叶
代
の

涼
本
は

な

く、
，

工

殉

時
代

人
期、

扉

風

絵
に

移
ゲ
し

　

　

た

の

を

絵

巻

に

伝

身
し

た

木
完
の

枚
本

か

い

く
！

か

伝
存
す

る
。

本

図

巻

も
イ
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の
一

つ
。

本
図

巻
の

人

物
の

面

貌
描
写
は

諸
本
よ

り

丁
宙コ
で

優
れ

る
。

奥
書
に

　

　

は、

住
吉
如
慶
（

一

五

九
九

1
＝
ハ

七

〇
）

の

写

本
を、

住
吉
弘

貫
（

一

七

九

　

　

三

i
一

八

六
三
）

が

写

し

た

と

あ

る
。

奥
付
に

中
川

忠
順
氏
の

極
書
き

が

あ

る
。

と

記
さ

れ

て

い

る
。

同

展

で

は

部
分
展
示
で

あ
っ

た

の

で、

あ

ら

た

め

て

七

月

に

全

巻

の

閲
覧
と

写

真
撮
影
の

機
会
を

得
た

。

以

下

は

そ

の

紹
介
と

考
察
で

あ

る
。

　

こ

の

東
北
大

学
図

書
館
蔵
本
は

、

一

般
古

典
資
料
区
分
の

巻
子
二

九

九
番、

漆
塗

り
の

二

重

箱
に

収
め

ら

れ、

蓋

に

「

五

節
淵
酔
圏
　
壱
卷
」

と

あ

る
。

表
の

紙
は

内

曇
り

で、

じ

か

に

『

五

節
淵
酔
圖
　
原
本
信
実
朝
／
臣
筆
／

加
度
之

写
』

と

書
か

れ

て

い

る
。

所
蔵
印
と

し

て

見
返
し

に

は

「

東
北

大
学
図
書
館
之

印
」

が
、

本
紙
に

か

け

て

「

斑
山

文
庫
」

「

陽
春
廬
記
」

の

印
が

押
さ

れ

て

い

る
。

「

斑
山
」

は

後
出
の

高

野
辰

之
の

号、
「

陽
春
廬
」

は

明
治
二

十
年
に

七

十

四

で

没
し

た

国
史
研
究
者
の

小

中
村
清
矩
の

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

奥
書
〈

図
版
4

＞

は、

　

　

右
屏
風
一

双

分
也

　
他
見

無
用

　

　

禁
裏
御
道

具

　

　

　
　
五

節
淵
酔
之

御
屏
風

　

　

　
　
　
　

右
京
大
夫

信
實
朝
臣
筆

　

　

　
　
　
　

右
繪
本
者
如
慶
法
眼
冩

也

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

住
吉
内
記

と

あ

る
。

奥
書
の

文
面

は

先
の

京
大
本
・

桃
園
本
と

同
じ

〈

図

版
6
参
照
〉

な

が

ら、

一

行
目

と
二

行
目
以
下

と

の

差

異
が

大

き

い
。

一

行
目
の

「

右
屏
風
一

双
分

也

　
他

見

無
用
」

が
、

早
大
本
と

も

共

通

す

る

住
吉
如
慶
と

お

ぼ

し

き

右
上

が

り
の

細
長
い

筆
跡
を

模
し
て
、

薄
目

の

墨

で

写

さ

れ

て

い

る

の

に

対
し、

二

行
目

以
下

は

墨
色
も

筆
跡
も

異
な

り、

濃
墨

の

角

ば
っ

た

筆
致
で

あ

る
。

末
尾
の

署
名
も、

濃
墨

の

角
張

っ

た

も

の

で、

文
面

は

同
じ

「

住
吉
内
記
」

で

は

あ
っ

て

も、

早
大

本
で

「

右
屏

風

新
出
の

東
北
大

学

図

書
館

本

「

承

安
五

節
絵
巻
』

模
本

に

つ

い

て

山
本
陽
チ

一

双
分

也
　
他
見
無
用
」

に

続
い

て

書
か

れ

て

い

た

署
名

の、

如
慶
ら

し

き

細
長
い

右
上

が

り
の

筆
跡
〈

図

版
5

＞

と

は

異
な

る
。

　

住
吉
派
の

当

主
は

代
々

内
記
の

職
名
を

名
乗

っ

て

い

る

の

で
、

東
北
大
本
の

角

張

っ

た

署
名
は、

如
慶
で

は

な

く

後
代
の

コ

内
記
L

の

も

の

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

一

行
目

と

そ

れ

以

降
と

の

差

が

字
体、

墨

色
ま

で

著
し

い

・

と

か

ら、

二

行
目

課
は

如
慶
の
一

行
目

の

模
写

に

付
加
さ

れ

た

後
代
の

内
記

に

よ

る

奥
書
と

考
え

ら

れ

る
。

　

京
大

本
A

図

版
6
＞

・

桃
園

本
は、

こ

の

六

行
分
が

内

容
か

ら

字
配

り、

字
体
ま

で

東
北
大

本
と

共
通
す
る

。

こ

の

三

本
で

見

る

と、

東
北
大

が
一

行

目

と
二

行
目

以

降
の

差
が

際
立

つ

の

で、

後
二

者
の

系
統
の

原
本
に

あ

た

る

可

能
性
が

高
い

。

　

こ

の

奥
書
に

続
く

別
紙
の

奥
付
に

は、

別
筆
で

　

　
此

の

絵
巻
は

住
吉
内
記

弘

貫
が

冩
せ

る

も
の

で

原
本
の

な

き

今
日

　

　

貴
重

な

冩
し

と

云

ふ

　
中
川

忠
順
氏

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

高
野
辰
之

博
士
旧

蔵
本

と

あ

る
。

中
川

忠
順
（

一

七

八

三

−
一

九
二

八
）

は

明
治
か

ら

昭

和
に

か

け
て

の

美

術
史
家
で

あ

る
。

高
野

辰

之
（

一

七

八

六

ー
一

九

四

七
）

は

歌
謡
演
劇
史
家
で
、

斑

山
と

号
す

の

で

巻
頭
の

蔵
書
印
の

「

斑
山
文
庫
」

と

符
合
す
る
。

　

た

だ

し、

な

ぜ

中
川

忠
順
が

末
尾

の

署

名
の

「

住
上

口

内
記
」

を

七

代
の

弘

貫
と

判

断
し

た

の

か
、

そ

の

根
拠
は

わ

か

ら

な

い
。

確
か

に

弘
貫
は

『

扶
桑
畫
入
傳
』

に

「

土

佐
の

古
風

を

慕
ひ

殊
に

活
動
あ

り、

近

代
の

妙
手
と

し

て

時
人
に

賞
せ

ら

れ

た
」

と

言
わ

れ

る

よ

う
に
、

江

戸

末
期
の

土

佐
派
の

中
で

も

よ

く

知
ら

れ

た

存
在
で

あ

る

が、

如
慶
以

来
住
吉
家
は

代
々
、

内
記

の

職
名
を

持
っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

殊
に

五

代
廣
行
は

寛
政
の

内
裏
再
建
に

参
加

し

て

賢
聖
障
子

を

描
き、

ま

た

『

寺
社

宝

物

展
閲
目

録
』

の

製
作
に

も

参
加
し

て

い

る

の

で、

『

承
安
五

節
絵
』

を

模
写

す

る

動

機
が

あ

る
。

本
絵
巻
が

弘

貫

以

外
の

「

住
吉
内
記
」

の

作
で、

作
成

年
代
が

十
八

世

紀
に

溯
る

可
能
性
も

指
摘
し

て

お

き

た

い
。
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雌1．： di．v 　丶 　 　　 a

　 7　東北大学図害館本 『承安

　 五 節 絵 』 摸 本第一段 　通親

鯲露  
炉

醗

＼ 跡

8　東北 大 学図書 館 本 『承 安

五 節絵』模本第三 段　 師長

ll 東北 大学図書 館本 『承安

　五 節絵』模本第
一

段　實宗

．

懸

鐵
覊
灘

、塞．eq．s，
醜

10　東京 国立博物館 （甲）本

　『承安五 節絵』模本第
一

段

　通 親

一 一

9　東京国立博物館 （甲）本

『承 安 五 節絵』 模本第三 段

師長

12 東京国立博物館 （甲〉 本

　『承安五 節絵』 模本第一段

　實宗

　

料
紙
に

つ

い

て

付
記
す
れ

ば、

先

の

住
吉
内
記
系

統
の

五

模
本
に

は、

い

ず
れ

も

美
濃
紙
の

よ

う

な

透
明

度
の

高
い

薄
紙
が

使
わ

れ

て

い

た。

原
本
を

丁

寧
に

透

写
し

た

も

の

で

あ
れ

ば、

模
写

し

た

者
が

『

承

安
五

節
絵
』

の

貴
族
た

ち
の

顔
を

実
際
に

新
出
の

東
北
大

学
図

書
館
本
、

承

安
五

節
絵
巻
』

模
本

に

っ

い

て

山
人−
陽

了

、襪
彫
鑓
螺
叩

萋
l

糶 灘継鬱越 驚 懣 、
鞭
』
羅

鱗 罫 奪 戳 鑼撒

　京都大学図書館本 『承 安

五 節絵』摸本第
一

段 　通 親

灘
　 　 　 　 　 　

繊 蠶 羅 驪

知
ら

な

く

と

も、

度
重
な

る

模
写
で

あ

っ

て

も、

仮
に

顔
貌
描
写

に

関
心

が

無

か

っ

た

と

し

て

も、

当
初
の

個
々

の

人

物
の

顔
立

ち
の

傾
向
や、

大

ま

か

な

特

徴
が

残
存
し

て

い

る

可

能
性
は

高
い

。

こ

の

東
北
大
本
も、

同

様
の

薄
紙
を

張

り

継
い

だ

《

紙
継
は

附
表
2
参
照
》

も

靉爨繦
14　早 稲田 大学図書館 （乙 ）

　 本 『承 安五 節絵』 模本第一

　 段　通 親

17　早稲 田大 学図 書 館 （乙）

　本 『承安五 節絵』模 本 第三

　段　師長

の

で、

臨
模
で

は

な

く

透
き

写
し

に

よ

る

模
写

で

あ
っ

た

こ

と

が

窺
わ

れ

る
。

試
み

に
、

ほ

ぼ

同

縮
尺

に

焼
き

付
け

ら

れ

た

京
大

本
と

東
北
大
本
の
一

部
分

を

重

ね

て

透

か

す
と、

意
図

的
と

は

思
わ

れ

な
い

よ

う
な

筒
所
の

葭
の

曲

線
や、

画

中
の

描
き

込

み

の

位
置
ま

で

重

な

る

こ

と

も
、

透
写

で

あ

る

こ

と

の

傍
証

と

な

ろ

う。

二

　
東
北
大
本
の

顔
貌
描
写

　

現
在、

『

承
安
五

節
絵
』

模
本
に

最
も

求

め

ら

れ

る

の

は、

最
初
期
の

似
絵
が

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ
っ

た

か

を

知
る

痕
跡
で

あ

ろ

う
。

「

稀
覯
美
術
資

料
展
」

の

目

録
に

「

曲

貌
描
写

は

諸
本
よ

り

丁

寧
で

優
れ

る
」

と

書
か

れ

た

東
北

大

木
の

顔
貌
表85
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明

星

大

学

研゚

糺

要
〔

H
本
文

化
学
部
・

　

語
文

化
学
科
】

第
十
…
号

　
　

○

○
＝

自

現

は
、

ど

こ

ま

で

残
っ

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
か

《

表
参
照
》

。

　

東
北
大

本
の

目

鼻

や

輪
郭
〈

図

版
7

＞

は
、

面

相
誰
の

よ

う

な

極
細
の

筆
線
で、

細
さ

も

均
一

に

ゆ
っ

く

り

と

引
か

れ

て

い

る
。

着
実
ー

子

し

た

個
々

の

臼

鼻亠

ち

は、

同

じ

く

細
線
で

丁

寧
に

描
か

れ

た

束
博
木
と
一

致
し
、

顔
の

幅
も

七

十

九
例
中
．

箇

所
以

外
は

等
し

い
。

二

重

瞼
や

瞼
か

ら

や

や

離
れ

た

眼
窩
の

窪
み

の

線
も、

薄
墨
を

用

い

て

匂
う
よ

う

に

描
か

れ

た

太
い

造
り

眉
と、
　．

本
ず
つ

の

毛
の

流
れ

ま

で

描
い

た

細
長

い

眉

の

区

別
も

す
べ

て
冖

致
す
る

〈

図

版

8
＞
〈

図

版
9

＞

。

し

か

し

東
博
木

〈

図

版
10
＞

A

図
版
12
＞

で

は

し

ば

し

ば

顔
の

輪
郭
に

日

元

の

く

び

れ

が

な

く
一

筆
に

な
っ

て

い

る

の

に

比

し
、

東
北
大

本
は

輪
郭
を

形

作
る

の

に

細
線
を

目

元

で

い

っ

た

ん

窪
ま

せ、

」

筆
あ

る

い

は

顎
の

出
方
に

よ

っ

て

は

三

つ

の

曲
線
に

分

け

て

へ

図
版

7

粛
〉

薗
版
n
＞

、

膨
ら

ん

だ

頬
や

。

け

た

頬
を

描
・
．、
分
け
で、
い

る
。

一．
細

磐

ね

引
き
L

こ

そ

見

ら

れ

な

い

も

の

の
、

輪
郭
に

重
点
を

置
い

て

入

の

顔
の

特
黴
を

捉

え

る

と

い

う
似
絵
の

形

跡
を

見

る

こ

と

が

で

き

よ

う。

　
東
北
大
本
の

顔
の

輪
郭
は
、

同

系

統
の

京
大

本
と

で

は

七

卜

九

例
中
七

卜

四

例、

桃
園
文
庫
本
で

七

十

八

例
が
一

致
し

て

い

る。

京
大

本
へ

図

版
13
＞

・

桃
園
文
庫
本

で

は

し

ば

し

ば

描
き

忘

れ

ら

れ

た

り、

簡
略
に

描
か

れ

て

区

別
が

で

き

な

が

っ

た

造

り

眉
と

白
然
の

眉
の

描
き

分
け

も、

東
北

大

本
で

は

明

確
に

行
わ

れ

て

い

た
。

申
専

本

と亠
承

大
太

ー

桃
園

文
庸叩
本
双
片．
っ

持

つ

顔
貌
描
写
の

憐

編
報

が
、

東
北
大

本
に

は
土
ハ

に

存
在
し

て

い

る

こ

と

に

な

る
o

　
判
断
が

難
し

い

の

は

早

大

本
〈

図
版
M
＞

と

の

表
情
の

差
異

で

あ

る
、

東
北
大

本

と

早
大・
本

で

は
、

顔
の

輪
郭
の

広
狭、

眉
の

太
細脚
や

そ

の

描
き

方、

二

重
瞼
か

否
か

の

部
分

的
な

情
報
は

ほ

と

ん

ど

　
致

す

る
。

異

な

る

の

は

早
大

本
の

輪
郭
が、

肥
痩

の

あ

る

勢
い

の

強
い

筆
線
で

描
か

れ、

戯
画
的

な

印
象
を

与
え

て

い

る

こ

と

に

あ

る
。

鎌
倉
初
期
の

似
絵
の

『

随
身
庭
騎
絵
巻
』

〈

図
版
15
＞

の

初
め

の

方
の

輪
郭
線
と

比

戦
し

て

も、

早

大

本

よ

り

は、

東
北
大

本
の

極
細
の

丁

寧
な

描
飜
の

方
が

近
い
。

原

86

欝嚇暴 〜等鴨
15　大 蔵集古館本 『随身庭騎

　絵 巻』秦兼清

，．
輯柳、「
華

覊質、
嚇 儺

・、

纛
瓶

　
’
　
匙

暴

16　三 の 丸 尚蔵 館本 『天 子 摂

　関大 臣影』源通 親

　 wn 　 　 tt　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か

纓鸚
　 ，ny　　 、駕 　　

tt
　　　 ．ふ ．tt

18　北村 家本『公 家列 影 図 』

　 藤原 師長

と、

描
写

が

丁

寧
で

あ

る

東
北

大
本
の

方

が、

全

般
的
に

近

似

し

て

見
え
る
。

し

部
分

的
に

は
、

例
え

ば

源
通
親
の

ド
が

っ

た

口

尻

釦、
、

藤
原

師
長

の

L
に

反
っ

た

眉

毛

の

形

と

鷲

藁
〈

図

版
17
＞

ハ

図

版
娼
〉

な

ど、

甅

を

模
写

し

た

住
吉

如
慶
の

大

和

絵
も、
　
こ

れ

ほい
ど

抑
鵬襯
の

強
い

線皿

を

用
い

た

こ

と

は

な

い
。

少

な

く

−．
」

も

如
慶
が

模
写

し

た

段

階

で

は、

東
北
大

本
の

よ

う

な

均
一

の

極

細

の

輪
郭
線
に

近
い

描
き

方
で

あ
っ

た

こ

と

が

想
像
さ

れ

る
。

　

た

だ

し

早
大

本

を

完
全

に

切

り

捨
て

て

し

ま

う
わ

け

に

も

ゆ
か

な

い
。

『

承山
女

五
幡

即

絵
」

の

山−
に

は
、

後
に

他
の

似

絵
に

も

登

場

す

る

人

物
が

レ
人

あ

ま

り

含
ま
れ

て

い

る
、

早

大

本
の

こ

れ

ら

の

人

物
の

顔
貌

を

『

承

安
五

節

絵
］

と
、

『

天

r

摂
関
大

臣
影
』

お

よ

び

『

公

家

列

へ
14〕

影
図
』

と

を

比

較
し

て

見
る

と、

描
か

れ

た

時
点
に

よ

る

ト

齢
の

羌

は

あ
っ

て

も、

そ

れ

ぞ

れ

あ

る

程

唯
風

の

桂
ハ

通
枅
匡

が
必
の
　っ
　踵
た
　　（
註
Q副
参

照
）

。

そ

こ

で

『

天
7r

摂

関

ナ

臣

影
』

と

『

公

家
列
影

図
』

に、

東

北

大

木
と

早

大

本
を

並
べ

て

見

る

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

し

か

　

　
（

図

版
14

参
照
＞

A

図

版
照
▽
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東
北
大
本
に

見
ら

れ

ず
、

早
大
本
と

『

天
子
摂
関

大

臣

影
』

・
『

公
家
列
影
図
』

に

共

通
す
る

点
が

あ

る
。

こ

れ

ら
の

戯
画

的
な

特
徴
は、

貴
人
の

表
現
と

し

て

は

好
ま

し

く

な
い

し

竰

と

し

て、

東
北
大

本
で

は

あ

え

て

強
調

さ

れ

な

か

っ

た

の

で

は

な

い

か
。

　

従
っ

て
、

顔
貌
表
現

を

見
る

た

め

の

基
準
作
と

し

て

東
北

大
模
本
を

挙
げ

る

と

と

も

に、

早
大
本
の

戯
画

的
な

表
現
も、

視
野
の

片
隅

に

残
し

て

お

く
べ

き

で

あ

ろ

う
。

三

　
東
北

大
本
の

貼
紙
に

つ

い

て

東
北
大
本
の、

他
の

模
本
に

は

な
い

特
徴
と

し

て
、

当

初
か

ら

と

思
わ

れ

る、

画

、
灘
再
邏

難

19　東北 大 学 図書館本 『承 安五 節絵』模 本　貼紙 第
一

紙

面

か

ら

は

み

出
す
三

枚
の

貼
紙
が

あ

る
。

大
き

さ

は

い

ず
れ

も

縦
十
八
．

ニ

セ

ン

チ

メ

ー

ト
ル
、

横
四

十
セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

程
で、

本
紙
と

同

じ

薄
紙
に

裏
打
ち

し

た

も

の

が
、

絵
巻
の

F
方
に

貼
付
け

ら
れ
、

折
上

げ
て

巻

き

込

ま

れ

て

い

た

と

思

わ

れ
、

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
〔
旭）

う

ち
二

紙
は

現
在
は

は

が

れ

た

状
態
で

あ

る
。

　
一

紙
目

く

図
版
19V

は、

第
一

段
第
八

紙

の

無
名
門

と

神
仙
門

あ

た

り
の

下

に

張

ら

れ

て

い

た

痕
跡
が

あ

り、

霞
と

切
妻
の

屋

根
が

描
か

れ、

朱
で

「
射
場
殿
」

と

書

き

込

ま
れ

て

い

る
。

内

裏
図
で

は
こ

の

位
置
に

弓
場
殿
が

あ
る

の

で、

こ

れ

を

指

す

と

考
え

ら

れ

る
。

二

紙
目
〈

図
版
20
＞

は

第
一

段
卜
一

紙
の

主

殿

司
宿
あ

た

り

の

下

方
に

貼
ら

れ、

こ

れ

も

霞
の

中
の

切

妻
屋

根
に

「

校
書
殿
」

「

蔵
人
所
」

と

書
か

れ

　

　

　

て

い

る
。

こ

れ

も

内
裏
図
の

同

位
置

に

あ

る

校
書
殿

を

描
い

た

も
の

で

あ

ろ

　

　

　

う
。

三

紙
目

く

図

版
21V

は

引

続
い

て

第
十

三

紙
あ

た

り

に

挟
み

込

ま
れ

て

羈警r群 r Fで
　　　　21　東北 大 学図 書館本 「承安五 節絵』模本　貼紙 第三 紙

　　　　20　東北大学図書館本 『承安五 節絵』模本　貼紙第二 紙

靉
ピ

響
圏

ぐ 1じ「「
　

ア
歟 祉＿ 滞 　　

｛’
　　

WhZ’e
　 ＿鑠 蕘耄 攀蔘

い

た。

霞
の

上

に

屋
根
の

棟
の

み

が

見
え

「

蔵
人

町

屋
」

と

あ

り、

霞
の

中

に

小

さ

く

朱
で

「

所
以

宮
室

圖
補
也
」

と

書
か

れ

て

い

る
。

こ

れ

も

校
書
殿

の

裏
に

あ
っ

た

蔵
人
所
町

屋

に

あ

た

る
。

　

巻

子
か

ら

は

み

出
す
位
置
の

こ

れ

ら
の

貼
紙
は

何
で

あ
っ

た

の

か
。

描
か

れ

た

建
物
は、

周
囲

の

重
要
な

建
築
の

中
で

は、

内
容
的

に

は

さ

し

て

意
味

も

な

く、

観
賞
性
も

低
い
。

霞
も

崖
根
も

役
割
が

あ

る

と

す

れ

ば、

画
面
の

区
切

り

以

外
に

は

考
え

ら

れ

な

い
。

『

承

安
五

節
絵
』

は、

住
吉
如
慶
が

模

写
し

た

時
点
で

は

絵
巻
か

ら

屏
風

に

仕
立

て

ら

れ

て

い

た
。

『

考
古
書

譜
』

に

よ

れ

ば、

応
仁

年
間
に

屏
風

と

し

た

時、

土

佐
広
周
が

　

雲
樹
の

足

ら

ざ

る

処
L

を

補
っ

た

と

さ

れ

る。

貼
紙
は

こ

の

時、

恐

ら
く

横
に

数
段
に

貼
ら

れ

た

絵
巻
の

間
隙
を

埋

め、

上

下
の

場
面

を

区
切

る

た

め

に

後
か

ら

足

さ

れ

た

部
分
の

模
写
だ
っ

た

の

で

は

な

い

か
。

朱
書
の
、

宮
室
図
を

も
っ

て

「

補

う
」

と

い

う
言
葉
が
、

貼
紙
の

絵
の

役
割
の

低
さ

を

裏
付
け
る

。

　

二

れ

ら

の

貼
紙
は、

屏
風

に

仕
立

て

ら

れ

て

い

た

『

承

安
五

節
絵
』

の

状

新
出

の

東
北
大

学

剛

書
館

本
『
承

安
五

節
絵
巻
』

模
本
に

つ

い

て

旧

本
陽
子

87
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明
犀
人
￥
僭

究
紀

豊
【
日

本
乂

化［
ナ

齢

　　

菷
支

化
詐
科
】

第

−

弓

　　｝
OO
一一一
身

蕪難鐸韈 靉
　 　 22 東 北 大 学図書館本 『承安五 節絵』 模 本 　画 中書 き込み

鑢鉦纔讖
鑼
灘

霧
繋

轡

を

窺
う

資

籵
と

な

る
。

ま

声

他
の

模
本
に

見
ら

れ

な
い

と

こ

ろ

か

 
、

東
北

人

本
と

件［
＋
凵

如直
厦

の

原
永

甲

小
・
62

の

拍圦

’
与

本
と

の

近

さ

を

物
語
る

根

拠
と

も

な

ろ

う。

　 四

み

に 画
つ 中
い の

て 書
　 き

　 込

　
『

承

女

δ

節
絵」

の

模
本

に

は、

画

中
の

圭
口

き

込

み

ハ
図

版
22
＞

か

見
ら

れ

る
。

他
の

筒
橋
宗
直
系
統
に

も

共

通

丁

る

も
の

に、

場w
面
臨

円
旦

尽

と

な

る

内
裏
の

建
築
物
の

名

蒙
ギ
鑑

》

靉
覊

滋

獣
醗

　

騰
漁

覊

聴韈灘
23　東北 大 学 図書館 本 『承 安五 節絵』
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称
と、

似
絵
て

描
か

れ

た

殿

卜

人

た

ち

に

そ

わ

そ

れ

討
さ

れ

た

氏

名

か

あ

る
。

件
宍

内
記

系
統
の

特
徴

と

し
デ」
、

こ

あ い
に

加
え

ぐ

彩
色
の

書
き

込

み

か

あ

ろ
。

　

例
ん

ぱ　
果

北
人

本
は、

薄
畢

の

輪
郭
の

み

て

描
か

れ

た

白

描
に

近
い

状

態
て、

彩

色

は

ほ

と

ん

と

な

く、

わ

ダ
か

に

唇
こ

頬
に

淡
い

氷、

御
簾
の

白

緑、

宕

卓
の

朱
か

指評・扇
れ

る

程
度
で

あ

ろ
。

装⊥
果

の

模
様
は

部
分

的
に

揣
か

れ

る

の

み

て、

束
帯
の

單、

は

塗
ら

れ

丁
、

冠
の

み
か

旻

て

塗

り

つ

ふ

さ

れ
、

他
は

画

中
に

文
了
に

よ
っ

爬

彩
色

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　へ
ぼア

か

記

さ

れ

る
。

儂
彩
廃」
田
山

わy
せ

る
「

浅

キ
」

「

艮

ク

ク

ル

　
「
［
［

ハ

又

金
」

た幽
し｝
色
し・

乂

様
の

書
き

入

れ

が

各
部
分

に

小

さ

く

入

り
、

如

慶
か

彩

色

さ

れ

た

屏

風
か

ち

模
ゲ

し

た

こ

き

のノ
兄

謁
て

あ

る

と

考
え

ら

れ

る
．

　

東
北

大

本
の

書
き

込

み

を

抜
き

出
し

て
、

｛

附
表

1
）

と

し

て

巻
末

に

掲
け

た
。

東
北
人

本
の

書
き

込

み

は

か

な

り

細
が

い

か、

以

ト

の

よ

う

な

欠

落
か

あ

る
。

人

物

の

氏
名
の

う

ち、

第
一

段
の

十

三

紙
に

一

近

江

ゴ

季
能
朝
臣
−

と、

第
一
段
第
二

十

二

紙
の

　
貫

教
冂

　
一

の

書
き

込

み
か

な

い
。

季
能
ハ

図

版
23
＞

は

東
北

人

本
の

紙

の

継
き

日
に

当

た

る

の

て

単
に

ラ

し

忘
れ

た
の

か
、

或
い

は

旅

本
も

継

き
口
口

に

描
か

れ

て

い

た・
り

し

く

装
東
部
分

の

失

わ

れ

た

箇
所
か

空

白
と

し

て

残
さ

れ

ぐ

い

る

の

て
、

名
前
も

か

き

消
尺

て

い

た

も

の

を

そ

の

ま

ま
九
工

け

て

お

い

た
の

か

は

判
ら

な
い．

責

教
も

他
本
て

は

こ

の

人

物
の

み

下

方
に

記

名
さ

れ

て

い

る

の

て、

当

初
か

ら

菖
か

れ

て

い

な

か

っ

た

円

能
吐
も

な

く

ぱ

な

い
。

ま

た

彩
色
の

覚
害
て

は、

第
一

段

第
ー

一
．

f
二

紙

と
、

第
五

段
第
四

卜
七
・

四

十

八

紙
の

各

人

物
の

装・
宋

に

書
き

込

み

か

な

い
。

　

同

し

奥
書
を

持
つ

県

大

本
て

は、

人

名

と

建
築
名
ほ

書
か

れ

う

も

の

の
、

杉
色
に

つ

い

て

は

ほ

と

ん

と

省
略
さ

れ、

巻

木
の

霞
の

「
此

様
ナ

ル

処

タ

ミ

出

タ

ル

也
」

「

辰
束
又

占
向

不

見

分

／
大

刀

地
／

h

今
二

一
7

出
コ

ノ

／

屋
躰

曲
ナ

ノ

」

「

雲

薄
戌
黄

マ

ハ

リ

弓

リ

白

曲
／

又

重

リ

タ

ル

ハ

今
一
＝
ア

タ

ミ

出

也
一

以

外

は

書
か

れ

な

い
。

東

北

人

本
に

な

か

っ

た

季
能
と

實
教
の

名
朗
が

記
入
さ

れ

て

い

ろ

の

は

と

う

解
釈
す

れ

N 工工
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ば

よ

い

か

わ

か

ら

轟
・

桃
園

本
に

は

他
の

資
料
の

引
用
の

コ

本
云、
L

に

始
ま

る

幾
つ

か

の

付
箋
が

貼
ら

れ
、

東
博
本
や

早
大
本
に

は

画
中
に

「

別
巻
／

此
の

所
に

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
〔
19）

松
の

木
一

木
あ

り

／

今
此
の

巻

松
の

木
多
し

／
可
補
也
」

の

よ

う

な

後
人
に

よ

る

書

き

込

み

が

多
く

見
ら

れ

る
。

別
系
統
の

模
本
と
の

照
合

に

よ
っ

て、

名
前
が

補
わ

れ

た

可
能
性
も

あ

る
。

　

東
博
本
の

書
き

込

み

は、

東
北

大
本
と

か

な

り

近

く、

第
一

段
第
十
一
．

十
二

紙

と、

第
五

段
第
四

十
七
・

四

十
八

紙
の

各
人
物
の

装
束
も

書
き

込

み

が

な
い

。

建
築

物
の

名
称
が

か

な

り

欠

落
し

て

い

る

こ

と

と、

色
指
定
が

時
々

欠
け

て

い

る

こ

と、

「

畳
」

「

黒
」

な

ど

の

色
指
定
が

片
か

な

で

「

タ

タ

ミ
」

「

ク

ロ

」

の

よ

う

に

書
か

れ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

て

い

る

こ

と

が

異
な

る
。

東
博
本
に

あ
っ

24　早稲 田大学図書館

　書 き込み

（乙 ） 本 『承安五 節絵 』 模 本第一
段 　装束の

て

東
北

大
本
に

無
い

の

は

季
能
と

實
教
の

名
前
と、

色
指
定
が

三

箇
所
で

あ

る
。

書

き

込

み

か

ら

す

る

と、

直
接
で

は

な

い

も

の

の

同
系
統
の

模
本
と

い

う
こ

と

に

な

る
。

　
東
北
大

本
と

の

差
異
が

大

き
い

の

が
、

早
大

本
の

書
き

込

み

で

あ

る
。

早
大
本
に

は、

全
休
に

「

神
楯
」

「

黒

岑
」

の

署
名

を

伴
う

後
か

ら

の

考
察
と

書
き

込

み

が

あ

る

が、

当

初
か

ら

と

思
し

き

書
き

込
み

に

も、

東
北
大

本
に

見

ら

れ

た

建
築
名
称
な

ど

欠
け

る

も

の

も

あ

り

な

が

ら、

東
北
大

本
に

は

な

い

書
き

込

み

も

多
い

。

特
に

東

北
大

本
に

は

全
く

見
ら

れ

な

い

第
亠

段
第

十
一
・

十
二

紙
と、

第
五

段
第
四

十
七
・

四

十
八

紙
の

殿
上

人

た

ち
の

装
束
の

彩
色

新
出
の

東
北
大
学
図

書
館

本
『

承

安
五

節
絵

巻
』

模
本
に

つ

い

て

山

本

陽
子

が

書
き

込

ま

れ

て

い

る
。

ほ

と

ん

ど

黒
と

朱
の

み

の

第
五

段

は

と

も
か

く、

第
一

段

の

装
束
で、

浅
葱
色

の

「

薄、

中、

濃
」

を

人
物
ご

と
、

上

着
と

袴
ご

と

に

細
か

く

区
別
す

る

も

の

く

図
版
24V

は、

他
の

資
料
に

も

見
ら

れ

ず、

外
か

ら

の

補
完
と

見

る

こ

と

は

で

き

な

い
。

同
じ

住
吉
如
慶
模
本
に

基
づ

く

と

は

い

え
、

奥
書
も

異

な

る

よ

う
に、

東
北
大

本
と

は

別
の

機
会
に

模
写
さ

れ

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

お

わ
り

に

　

以
上

の

よ

う

に、

新
出

の

東
北
大
学
図
書
館
蔵
（

巻
子

本）
『

承
安
五

節
絵
』

は
、

奥
書
の

署
名
か

ら、

住
古
内
記
（

如
慶
）

系
統
の

模
本
の

中

で

も

京
大

本

と

桃
園

本

系
統
の

原
本
に

あ

た

る
、

後
代
の

「

住
吉
内

記
」

に

よ

る

模
本
と

考
え

ら

れ

る
。

た

だ

し

奥
付
の

中
川

忠

順
の

い

う

七

代
弘

貫
以

外
に

も、

そ

れ

以

前
の

五

代
廣
行

な

ど

別
の

内

記
に

よ

る

可
能
性
も

な

く

は

な

い
。

　

東
北

大
本
の

最
大

の

美
点
は、

丁

寧
に

描
か

れ

た

顔
貌
表
現
で

あ

る
。

そ

れ

が

原

本
に

基

づ

く

も

の

か

否
か

を

他
の

住
吉
内
記
系
模
本
と

比

較
す
る

と、

京
大

本
．

桃

園

本
の

み

な

ら

ず、

住
吉
内
記
系
模
本
の

中
で

も

別
系
統
の

東
博
本
・

早

大

本
と

も

顔
の

幅、

眉
・

髭
・

二

重
瞼
な

ど

の

特
徴
が

ほ

と

ん

ど
一

致
し、

少
な

く

と

も

如
慶

の

模
本
に

忠
実
で

あ

る

こ

と

が

確
認

で

き

た
。

し

か

も

京
大

本
・

桃
園

本
の

よ

う
に

は

眉
の

表
現
が

省
略
さ

れ

ず、

東
博
本
の

よ

う

に

は

顔
の

輪
郭
が

単
純

化

さ

れ

ず、

早
大
本

ほ

ど

線
に

抑
揚
が
つ

き

す
ぎ
な
い

。

な

に

よ

り

似
絵

で

最
も

重

視
さ

れ

る

顔

の

輪
郭
が、

細
筆
で

注
意
深
く

写
さ

れ

て

い

る
。

似
絵
と

し

て

『

承

安
五

節
絵
』

を

取
り
上

げ
る

上

で
、

東
北

大
本
は

基
準

作
と

な

る

で

あ

ろ

う
。

た

だ

し

戯
画

的
な

早

大

本
に

は、

謹
直
な

東
北
大
本
に

は

な

い

個
人

の

欠

点
に

近

い

よ

う
な

特
徴
が

残
っ

て

い

る

の

で、

完
全

に

捨
て

去

る

わ

け

に

は
い

か

な

い
。

　

他
に

な
い

特
徴
と

し

て
、

東
北
大

本
に

は、

内
裏
の

建
築
物
と

霞
を

描
い

た

横
長89
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明
厚

大・
＋

研

究

紀

要
【

陪

本

乂

化
学

部
・
口
　
文

化
学
幵
】

第
十
一
し
　
　 
OO

　
レ

の

紙
が

、
枚、

絵
巻
の

下

方
に

付
加
さ

れ

て

い

た。

解
風
に

仕
立

て

ら

れ

た

と

き

に、

上

下
に

貼
ら

れ

た

絵
巻
を

区

切

る

た

め

に

補
わ

れ

た

も
の

の

模
写

と

想
像
さ

れ

る
。

　

ま

た

東
北
大

本
の

画
中
に

は、

濃
彩
の

本

か

ら
模
7
す

る

と

き

に

駐
き

付
け
た

と

思

わ

れ

る、

彩
色

に

関
す

る

書
き

入
れ

が

多
く

見
ら

れ

る
。

こ

れ

は

亨
人

本
・

桃
園

本

で

は

ほ

と

ん

ど

省
略
さ

れ

て

し

ま
っ

て

い

る

が、

系
統
を

異
に

す

る

と

思

わ

れ

る

東
博
本
。

早
大
本
と

も

か

な

り

近
く、

戸
で

も，
取

も

充

実
し

て

い

る

の

で、

当

初
の

如
慶
に

よ

る

覚
書
を

ほ

ぼ

忠
実
に

写
し

た

も

の

と

思

わ

れ

る
。

た

だ

東
北

大
・

東
博

本
で

は、

第
「

段
第
十
一
・

十
二

紙
と

第
五

段
第
囚

卜−
七
・

四

十
八

紙
の

殿
卜

人

の

装

束
の

彩
色
が

欠
落
し

て

い

る

が、

早
大
本
に

破

寵

さ

れ

て

い

る
。

一

方、

早

人

本

も

建
築
部
分
や

そ

の

他
の

箇
所
に

欠

落
が

あ

る

の

で、

原

本
を

想
定
す
る

に

は、

東

北
大

本
に

早
大

本
を

併
用
す
る

の

が

好
ま

し

い
。

　

現
在
知
ら

れ

て

い

る

，

承
安
五

節
絵
」

の

模
本
の

中
で

は

顔
貌
表
現
4
優

れ

る

住

吉
内

記
系
の

内
で

も
、

東
北

大
本
は

描
ゲ、

書
き

入
れ

と

も

に、

最
も

丁

寧
で

充
実

し

た
、

如
慶
の

原
模
本
に

近
い

作
品

で

あ

り、

似
絵
を

考
察
す

る

」

で

の

資
料
と

す

る

に

足

る
。

そ

し

て、

そ

の

欠

落
箇
所
を

完
備
さ

せ

る

た

め

に

は、

系
統
を

や

や

劉

に

す

る

早
大

本
が
、

参
考
と

な

る

で

あ

ろ

う。

註
〔
ー）

　

承

安一

1
と

い・
，

見

解
も

芸

る

〔
ー

2
ー

償 
あ
照

〕

、
2〕

　

承

女

’

節
争

　
つ

い

て

は

以

下
の

論

文

が

あ

る。
・
1

細

珪
利

　

即

「

代

望
尚
遺
絶

の

共

礎
的

イ

　
．

九
し

「

孑

波
講
座

　
日
八

ズ

学

　
」

巻
物
5／
説
へ
ト

ご

膏

阪
ー

店

　
昭

和

八

脅
 

凪
．」

無

「
承

安

　

節
絵

に

つ

い

て

　】
人

文
倫

究、
十
一
i
四，
万

　
馬

和

了
1

し

年
（「「
汰
和

粋
の

研
究
』

角

川
ー

戸

　

昭

和
！

十
一
台
「

目

殊
。

「
4

の

翻
対
あ

り）
ひ

〆
丿

舷

　
「．
承

夊

五

節
絶
1

　
『

初
期

ζ

巷

物
の

　

風
俗
史

的
研
究
』

　
口

川
弘
文
館

　
昭

和
、

十
血

午
小

營

不

敬．
　

夙

破

五

節
絵
考」
−

冂
歹

玩

大wF

　

人

学
阮
細
亥−
　

勹

　
略

和
五

卜
匂
ぐ

川

厂

狛

　

ヨ
承

安
ア

節
絶｝
副
了

　
太．

と

校
鼠

　［
仙

究

　

、
．

頁

料
旨
一．
＋
九

輯
　

−

戊
点

年

晦

川

島

網
江

．
承

安
τ

卸
新

ー
裨「

本

文
し

校
無

補
遺
」

　

「
研

究
と

費
料

　　一
ー

輯
　

レ

戊
△

年
 
川・
亨

恂

”

「

「

承

女

ー

節

絵「．
⊃

流
仏

　

東」
景

気
仲

寿

眄

　

大

〜

　
襃
一
［

ー
七

 
　
丁
成
六

年
 

川

趨

絹
　冖
＝
フ

ム

7
レ

刀

比

磯

　
本

−

承

安

ぬ

節
桧
］

　．

90

　

　
い

て
L

．
研

充
寿

資
判
』

　二
十
一
軒
　

率

成．、
年

 
川

島

絹
江
新
資
料
d
介

　
甲

科
田

大

丁

図
ー

郷

　

　
　

承

ー

節
之
図

　
研
九

と

資
籵．
囚

コ

周

．−
戊

1
「

 
引
广
函

碪

ア

一

承 
ス

ー

恥

処ド

の

　

　
蔚
本．

模
本
五

軍

う

補
恵
斎

中

心
｝
　

　…］
ー

勺

と
資
爿

　
円

卜

　
、

　

ト

成
ー

　
i

ρ
『）

　一
昌

蠣
口、

此
ξ、

凪

　
　

匸

胴
−

屏

夙
し．

な

す、

去

附

り

瓦・
　

ろ

処、

甲

正
厂

h
こ

れ
≠

補
誇
と

　

　
い

ふ

＝
同

響

占
興
紐

「）

な

ど．

2
…

 
参

照．

（
4）
　

倭
錦

云、

隆
樗
ヲ

而

副
凸

図、

如

厦

粉
不
木一
」

厶、

丁

　
宀

節
巻
均
｝
蠏

風

と

す．
一
し

和

年

　

　
卜
月

吉
日、

禁
ヒ

様
に

脚
摩

似
を

申
田゚
テ

由．
也、

伯
　
内

記
」

（

『

｝
1

國

並

」）。

へ
　）
　

小

松
＋

『

丈
「「
似へ，
一
の

緑
沓」
＝
統
日

 

絵

巻

抽
表

伐］
十

八

巻

　
田

和
チ

ー
八

年

（
6）

　

り

梅
得

次
郎
．

噺

倉

嚇

代
大

和
繪

尚

像
圭
の

系

譜一
［」
佛
教
筑

凾−
二

十一
　

　

囲

潤

二

十

九

年

　

　
 
　 ，
犬
旧
刀

−諷
嫌

イ力帥
吁

代

肖
像

雷
　」
佃
m

蜷
臨一
‘
冂

本
繪
卷
物
合

仕贋一
一
　

1

六

卷
　　
昭

和
−

ー

三 
牛

（
了）

 
営
比

新
一

メ
早

と

費

族
の

肖

像
画
L

冂

像
画
』

　

川

」

丈

餅

ヨ
嘆
ハ

年

 
米

倉
迪

弋

　

　「
肖

像
函
の

場

　「
罵
頼
朝

像

　
平
凡

社

　

ー
哉
七

年

 

村
」

 
「
似
診
の

曽

我…
．
H
右゚

の

美
術、

　

　
二

八

七

　
人
阜

と

ヱ

氷
の

肖
僚一
諏

乂

室

　
半

成
ト
ー

q
由
本
防
乎

「

衿
巻

に

お

け
る

人・

刀

許

り

　

　
｝
現一
『

MUSEUM

．
ム

ハ

四

号
　
平
成
ー一

年

（
8〕

『

口

習

刊
行
八

装
書
』

の

者
善

ト

し

文

に

よ

る。

す）

山

本

陽
ナ
「
『

承
安
五

節
絵」…
の

似
絵
例

に

つ

い

f

「
倖
吉
鉾

池

系
の

d
栓

本

謦
室

」

．
跡

見

　

　
プ
園

女
了

大．广
紀
要
　．

卜
五

ケ

　
ニ．
し

○
一
丁

（
ω）
　
2−
ー

強
毎．
昭…。
ん

激

の

母
版
内

擢
載
さ

れ

て

い

る．

〔
B）
　
現

イ、

所

在

ら

判
ら

な

い。

図
版

　
　

21

 
に

小

さ
い

な旧
7，
ら

全

巻
掲
載
さ

れ

て

い

る．

（
揺）

　
亠
田
遮

則

又
　（
卞

9）
　ギ

」

は、
　
　

人
木
・
桃
囲

本
の

奥
4
　

）

智
々
η

夕
颪
凶

む
六

行・
分

す
バ 、
て

や」、
　

初

代
右

　

　
口
内
祀

如
慶
が

岨

し

た

も
の

の

ナ

し
で

は

な
い

か

と

考
察
し

た．．

し
か

し

東
北
大

牢
の

一
剰

揖

と一、

　

　
π

H
以

下
の

差
の

大

き

さ

を

見

る

と、

別
入
の

手

跡
と

考
え
ざ

る

を

得
「

い、

す
な

わ

ち

仞

代
の

模

　

　
写

部
分
と、

別
人
の

搾
古

内

空

の

奥
葭
と
い

う
二

と

に

な

る。
こ

こ一

司
正

し

て

お

き
た

い。

（
13）
　
現

弁

の

デ

ソ

サ

ン

の

よ

う

に、

細
く

短

い

あ
た

り

の

線
を

引
き
雨

融

て、
．

齦

の

輪

郭
を

彬

作
る

似

　

　
衿

柱’
制

の

技
法
と
洩

礼

る。

〔
14）
　、
這

の

丸
肖
戚

飢

木囁
天
ヱ

鉄
同
御
学．
・
北
詞

久

4
『

公

家
列
影
図、
（
『

腑

身
庭

」
黔

ナ

・
、

段

側

　

　

図
，
、

豕
列
影
図
．

冫
摂
関

御
影』

軌
日

本

新
巻

人

壌
−
八

†

尺

！

明

判

隔

和
ー

ー

八←
）

〔
6）

　
、

1
子

の

ち
合

で

あ
っ

て

も、

理
相

か

ら

外

れ

た

穿
躰
的
h
飯
は、
ー

→

毒

　
の

材

籵
と
カ

る

よ

　

　
う

な

否宀
刈

的
撫
値

を

も

つ

も
の

で

あ
っ

た

　〔
伊

藤
人

輔
一
似
諌
の
←
川

宀

れ

た

虹

ー

い

わ
b

ノ

帆

温

　

　
町

　

枇
レリ
に

　　一
』
則
幕rL

　．
一
七

四

號
　

平

成

十

　

年）

〔

娼）
　

現
吾
ほ

繁一一
紙

以

外
は

た

た

巷
き
込

ま
れ

た

状

忠15
あ
る

が．
は

が

れ

た

广
跡
厂
匁
ラ

て

い

尸

”

　

　噛
丶

」

初
の

臼

置

を

師
刃

で

き

る。

へ
17）

ち
な

　
「

歳
キ

ー

戌

怱、

艮
ク

ク

ど
は

眠

崘
『
恢

・
く

く

る、

日

ハ

文

ニ

ド・「
レ

　

緑
　
@
又

椽

七＋
・ 孔
、

−曲
」

け
隈
取り
．
一

シ
ド
…

ー
紫

上
を

」

渦す
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（
18）
　

桃
園
本
で

も

季
能
の

名

蔚
が

欠
落
し

て

い

る。

（
19）
　

詞
書
の

辺

り

に

松
が

描

か

れ

る

の

は、

高

橋
宗

直
系
模
木
の

特

徴
で

あ
る

〔
註
21

 
参
照）。

追

記

　
　

東
北

大
学
図

書
館
蔵
本

『

承

安
五

節
絵
』

の

紹
介
に

関
し

て

　

本
論
で

取
り
上

げ、
　　

部
図

版
を

掲
載
し

た

東
北

大
学
図

書
館
蔵
巻

子

本
『

承

安
五

節
絵
』

の

存
在
は、

二

〇
〇
二

年
五

月

の

東
北

大
学
図

書
館
と

束
北

大

学
大

学
院
文

学
研
究

科
美
術

史

学
講
座
に

よ

る、

第
五

五

回

美

術
史

学
会
全
国

大

会
協

賛
企

画
「

東
北

大
学

附
属
図

書
館
所

蔵

稀
覯

美
術
資
料
展
」

の

「

H
古

書
画

模
本
」

へ

の

出
展
に

よ
っ

て

知

ら

れ

る

よ

う

に

な
っ
た

も

の

で

あ

る
。

　
二

〇
〇
二

年
七

月
に

図
書
館
で

全

巻
の

閲

覧
を

し、

八

月
に

有
賀

祥
隆

東
北

大

学
教
授
に

う

か

が
っ
た

と
こ

ろ、

出

展
以
降
も

ま

だ

研

究
・
紹

介
の

予
定
は

な
い

と

の

こ

と

で、

論
文
に

よ

る

紹
介
の

お

許
し
を

頂
い

た

次

第
で

あ

る。

　
こ

こ

に

記

し

て、

本
巻
の

紹

介
と

図

版

掲
載
を

快
諾
さ

れ

た

東
北

大

学
図
書
館、

東
北

大

学

大
学
院
文

学
研
究
科

美
術
史
学

講
座
と

有

賀
教

授
に

感
謝
の

意
を

表
し

た

い
。
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《

附
表
1

》

『

承
安
五

節
絵
』

の

画

中
書
き

込

み

　

　
　

　
　

1
東

北
大

巻

子

本
と

東
博
甲
本

の

比
較
1

◇◇◇

ゴ
シ

ッ

ク

体
　
題

記
・

《

詞
書
》

・
文

中
の

濃
墨
の

氏
名

　

　

　
　

書
込
・
末

記

叩
関川
朝

休
u

　
　　
フ

ベ
　

ル
　・

印
・

氏
夊
制一
訂叫
正
　・
画
H

山
一

圭
H

込
　・
ロ
脂

　

　

　
　

紙
墨

書

網

掛
　
　

東
博

本
と

の

相
違
箇

所

東
北
大

学
図
書
館
蔵

（
一

般

図
書）

　

　

　
　

　
　

紙

本
淡
彩

　一

巻

本
『

承
安
五

節
絵
』

〈

表
紙
〉

　
（

ラ

ベ

ル
）
　
「

65118299

」

　

　
　

　
「

五

節

淵
酔

圖

　
原

本

信
実

朝
／

臣
筆
／

加
度

之

　

　
　

　

　

写
」

（
ラ

ベ

ル
）
「

巻

子
299

／
戌
A
／
516

／
102

」

（
ラ

ベ

ル
）
「

棚

　
番

　
冊
之
内

　
號

　
孝

坪
蔵
書
」

〈

見
返

紙
V

〔
方

印
）

「
東
北

大

学
図

書
之
印
」

　

　
　

　
〔

方

印
）

「

斑
山

文
庫
」

〈

第
一

紙
V

（

方
印
）

「

陽

春
廬
記
」

《

詞
書

；

霜
月
の

中
の

う
し

の

日

五

節

の

ま
い

り

な
り
火
と

も
す
程

よ

り

殿
上
人
ま

い

り

つ

と

ふ

蔵
人

頭

ま
い

り

ぬ

れ
は

蔵
人

を

よ
ひ

て

五

節
と
も

は

ま
い

り
た

り
や

朔
平
門

み
せ

に

つ

か
は

せ

五

節

所
と

も
た

つ

ね

に

つ

か

は

せ
な

と

お
ほ

す

れ
は

蔵

人

み
く

ら

の

こ

と

ね
り
を
よ

ひ

て

た

つ

ね
に

つ

か
は

す
ま
い

り

た

り

と

い
へ

は

又

滝
口

こ

な
た
へ

ま
は
れ

な

と
お

ほ

せ

て

小
庭
に

お

り
た
ち
て

蔵
人

A

第
二

紙
V

二

人

に

し
そ

く
さ
丶

せ

て

北
の

陣
に

め

く
る
に

殿
上

人
み

な

し
た

か

ひ

て

め

く
る
な

り

A

第
三

紙
V

（

絵

ー
殿
上
人

北
の

陣

め

く

り）

　
　

　

　
　
紫

宸
殿
戌

亥

角
L

紫
宸

殿
西
簣

子
」

〈

第
四

紙
V

　
　

　

　
　
白
L

白
」

白
」

．
白
し

　
　

　

　
　
（

画

中

門
額
に
）

明
義
門
｝

〈

第
五

紙〉

〈

第
六

紙
〉

〈

第
七

紙
〉

〈

第
八

紙
V

〈

第
九
紙
〉

白
L

紫
宸
殿
西

廊
」

白
L

少
将
通

資
朝
臣
廿
」

浅
キ
L

白
」

浅
キ
L

持
明
院

侍
従
基

宗
十
七
」

浅
キ
」

白
」

崇
仁

門
］

白
L

白
L

白
L

白
L

無

名
門
L

右

青

樔

門
L

年
中

行
事
障
子
」

白
」

白
L

ス

ミ
L

ス

ミ
L

頭

辨

長

方

朝
臣
一

白
」

草

剖
ス

ミ

入

金
ク

、

ル

L

（

東
博
本
ク

サ

ノ

シ

ル

ス

ミ

入

金
ク
、

炉
∀

畳
L

畳
（

東
樽冖
本
は

タ

タ

ミ

牲

タ
、
ミ

」

の

表

藺
記
）

旨

薫

月
田

宜
」

ス

ワ

ウ

ヘ

ヲ
」

西
園

寺

頭
中

将
賀
宗
朝
臣
L

白
」

濃
浅
キ
一

濃
浅
ギ

」

（

画

中
門
額
に）

神
仙
門
」

［

臈
判

官
仲
基
L

黒

（
東
博
本
は

ク
卩

ど

蔵
人
範

光
」

赤
」

白

六

ク
L
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明
驫
大

学
研

究
紀

要

【

凵

本

文

化

学

部
・
自
語

文
化
学
科
】

第
ト・
…
号

　
ニハ
）

O
＝ 、
年

ハ

貼

紙
一
〉

　

　
　

　

　

射
端
殿
L

A

第
1
紙
〉

　

　
　

　

　

沓
脱
L

．
第
十

　
紙
〉

　

　
　

　

　
久

我

中
将
通
親

朝
臣

廿、．

　

　
　

　

　
少

将
泰
通

朝
臣
L

　

　
　

　

　
ウ

ツ

ホ

柱
L

　

　
　

　

　
少
将

有
房
朝
臣

耨
三

　

　
　

　

　
中
将
定

能
朝
臣

廿

四

　

　
　

　

　
中
将
頼

實
朝
臣
一

　

　
　

　

　
立

蔀
L

　

　
　

　

　
左

馬
頭

重

衡
朝
臣

十
躙
一

　

　
　

　

　
四

条

少
将

隆
房
朝
臣
廿

四
「

　

　
　

　

　
少

将
雅
賢

朝
臣一

　

　
　

　

　
少

将
顕
信

朝
臣
四

十
一
」

　

　
　

　

　
水

無
瀬

内
蔵
人
頭

親
信
朝
臣
L

〈

貼

紙

二
V

　

　
　

　

　
校

得
殿
L

蔵
人

所
L

へ

第
十一
、

紙ゾ

　

　
　

　

左

京
大

夫
脩
範
朝

臣
L

　

　
　

　

中

務
権
大

夫
經
家

朝
臣
｝

　

　
　

　

能

登

守
道

成
朝
臣
一

　

　
　

　

白
」

白．脳

　

　
　

　

少

将

雅
盛

朝
臣
「

　

　
　

　

蔵
人

次
官
親

宗．…

ハ

第

十
三

紙〉

（

継
臼
圃
じ

「
近

江

守
季

能
朝
雛
．
の

書
き

入

れ

な
し

）

黒．

蔵
人

有

衛
門
権

佐
光
雅．一

朱
ス

ミ
L

蔵
人

右
少

辨
兼
光
」

朱
黒

文
ス

ミ
L

冰

朱

　

　
　

　

　
ス

ー．、
ク
｝、
L

　

　
　

　

　

本
露
専

左

少

辨
經

房［

朱
ス

ミ
ヒ

文
ス

ミ

ク

　

　
　

　

　
ツ、
L

八
第

す
四

紙冖

　

　
　

　

　

侍

従
實
明」

薄
浅
キ

白
ク

・
姫

一

白

　
細．一

白

　

　
　

　

　

ク
・
ル

　

　
　

　

　

侍
従

成
家
十
七
し

濃
浅
キ

白

ク

・
ル

…

白

　
中

　

　
　

　

　

浅
キ
ー

　

　
　

　

　

兵
衛
佐

經
正．．

ウ

ァ
L

白
ク
・

ル

．

　

　
　

　

　

山
科

右
衛
佐

實
教…

薄

浅
キ

白
ク

丶
レ

．

　

　
　

　

　

侍
従
伊

輔
十
七
」

　

　
　

　

　

民
部
権
少

将
宗
雅
」

中
浅
キ

瞬

ク
・
ル
｝

自
．

　

　
　

　

　

紺
艮
ク
・
ル

　

　
　

　

　

源
中
納
言
大

夫
兼
忠
十
…．

−

　

　
　

　

　
侍

従
公
衡
」

濃
浅
キ

白
ク

・
ψ

一

　

　
　

　

　
土

佐
守
資
頼
廿

五
L

薄
浅

吉
け

ク

・
ル

　

　
　

　

　
白；

紺
L

　

　
　

　

　
源

中

納

言

資

時

十、
二．」

中

浅
キ

臼

ク
・
ル

一

　

　
　

　

　
白
L

溝円
工

ン

シ

艮

ク
、
ル

．

　

　
　

　

　
官

同
押

墨
尸
」

　

　
　

　

　
ス

、・
こ

ス

ミ
」

ス

ミ．〜

ス

ミ
」
ス

ミー

八
第
卜
瓦

紙
V

　

　
　

　

　
後

掠
殿

甫
廂
L

八

貼

紙
三
∀

　

　
　

　

　
蔵

人

町
墨
レ

所
以

宮
室

鬮
補
也
L

△

第

卜
六

紙
▽

　

　
　、
》

北
の

陣
に

め

く

る

み

ち

後

涼
殿
の

西
う
ら
を
と

お

り

て

弘

徽
殿

の

ほ

そ

と

の

丶

ま
へ

登

花
殿

の

ま
へ

を

と

お
り

て

玄

暉
門
の

う

ち

貞
観

殿

の

つ

ま

と

の

92

み

き
り

に

蔵
入
の

頭

は

た

ち

ぬ

れ
は

殿
上

人

朔

平
門
に

ゆ
き

む

か

ひ

て

を
の

く

ま

い

り

す

る

五

節
の

し

た

し

き

人

或
は

か

た

ら

ひ

た

る

人

を

こ

な

ひ

て

殿
上

人

と

も

つ

き
て

え

ん

た

う
よ

り

玄

暉
門

の

う

ち

に

い

り

て

宣

曜
殿
の

ま
へ

よ

り

五

節

所
常
寧
殿

に

の

ほ

る

な

り

五

節
所
の

や

う
に

し

た

か

ひ

て

西

よ

り

登

〈

第
十
七
紙
〉

花
殿
の

ま

へ

よ

り

ま

い

る

こ

の

五

節
は

承
安
元

年
の

事
な

リ

ハ
第

←

八

紙
〉

（

絵

ー

五

節
姫

ら
湘
別

平

門
を

経
て

玄…
曝

門
の

う

ち

に

入

り

ゆ

く）
ハ

第
十
九

紙
〉

　

　

　
　

　
自
一

　

　

　
　

　
季
能
朝

臣
L

白
六

ク
」

　

　

　
　

　
喟叶
r
『

　

　

　
　

　
悼
り一、冖
　

巨
1

　

　

　
　

　
經
家
朝
臣

陣⊥
パ

ー

爵亠
ハ

ク
ー

　

　

　
　

　
白
L

朱
」

　

　

　
　

　
大
炊
御
門

頼
實
朝
臣

十

七
」

擁

　

濃

浅

キ
」

　

　

　
　

　
白
ク

・

ル
一

　

　

　
　

　
泰
通
朝
臣

汁
五
L

薄
浅
キ

　
中
浅
キ
一

へ

第．
二

÷・
紙
▽

　

　

　
　

隆
房
朝
臣
鈴
釧−．

薄
浅
キ
L

薄
浅
キ

　

　

　
　

雅
賢
朝
臣
薄
浅
キ

　

白
L

薄

（
消
す）

濃
浅

　

　

　
　

　
キ
」

へ

第
二

卜
一

紙
〉

（

束

博
本
に

は

緑
吉
L）

△
第
ニ

ャ
ニ

紙
〉

　

　

　
　

　
〔

瓦榊
即

姫
蝦

　

六」
X
ス

ミ．
　

カ

サ

子出
木一

艮
」

　
白

　

　

　
　

文
艮−．

白
文
艮
L

白
一

艮
L

艮．

艮
」

白
L
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艮
L

艮
L

白
一

白
」

艮
L

　
　

　

　

實
明

廿
一
L

中

浅
キ

艮

ク
・
ル

」

白
L

紺．一

中

　
　

　

　

浅
キ

艮
ク

・
ル

L

〔
實
教

廿
一
の

名

前
書
き

込

み

無
し

）

中

浅
キ

艮
ク

、
ル
」

　
　

　

　

白
L

濃
浅
キ
L

　
　

　

　

親

宗
凅
八
L

黒
L

中

浅

キ

艮
ク

・

ル

L

　
　

　

　

經

房
L

黒
」

白
」

　
　

　

　

木
工

頭
親

雅
L

黒
L

　
　

　

　

侍
従
公
時

十
五
L

中

浅
キ

艮
ク
・
ル

LnL

薄

　
　

　

　
　
工

ン

シ

紺
ク
、
ル
」

〈

第、
一
十
三

紙
〉

　
　

　

　
　
（

下

人）

黒
」

白
L

〈

第
二

卜
四

紙
〉

　
　

　

　
　（
五

節
姫
）

六

文
ス

ミ
L

白
L

艮
一

自
L

白
文

　
　

　

　
　
艮
L

白
」

白」

白
L

艮
L

白
L

艮
L

艮
L

白
L

　
　

　

　
　

白
」

艮
L

艮一

白
L

　
　

　

　
　

維
盛
十．
二

」

藩け
浅

キ

艮
ク

、
ル

L

白
L

薄
エ

ン

　
　

　

　
　
シ

紺
ク
・
ル

L

　
　

　

　
　（
下
人
）

黒
一

白」

〈

第
二

十
五

紙
V

　
　

　

　
　
（

下
人
）

黒
L

黄
十

ク
L

〈

第
二

十
五

紙
V

　
　

　

　
　
（

五

節
姫
）

松
六
L

艮
L

自
L

六
L

カ

サ

子
白
L

　
　

　

　
　
袴
白

文
艮
L

黒

−
艮

文
」

黒
−
艮

文
」

黒

−
艮

　
　

　

　
　
文
L

黒
−
艮

文
L

黒
−

艮
文
」

　
　

　

　
　
公

衡
十
四
」

浅
キ
L

白
」

薄
紫
」

　
　

　

　
　（
下

人）

黒一

黄

土

ク
L

〈

第
二

十亠
ハ

紙
〉

　
　

　

　
　
白
L

A

第
二

十
七

紙
V

　
　

　

　
　
ヒ

ハ
タ
L

ワ

ト
L

自
」

瓦
ア

イ
ロ

ウ
」

薄
ス

ミ

新
出

の

東
北
大
学
図

書
館
本

「
承

安
五

節
絵
巻
』

模
本
に

つ

い

て

　

　
　

　

　
ク
マ

」

黄
土
L

白
L

白
L

〈

第
二

十
八

紙
〉

　

　
　

　

　
（

五

節
姫
）

白
文
艮
L

白
文

艮
」

コ

ン

L

文

丸

　

　
　

　

　
ハ

金

カ

ラ

草
艮
」

黒一

黒
L

裳
白

浪
艮

松
六

本

　

　
　

　

　
シ

ト
L

　

　
　

　
　

白
一

　

　
　

　
　

基

宗
十
七
」

薄
浅
キ

無
文
L

白一

薄
紫
L

無

　

　
　

　
　

文
」

コ

キ

浅
キ

ノ

ク

ニ

テ

ク

・

ル
L

　

　
　

　
　

紙
地
L

縁
青
L

〈
第
二

十
九

紙
〉

　

　
　

　

　
白

タ

ミ

出
L

　

　
　

　
　

實

宗
朝
臣
廿

七
L

浅
キ
」

白
L

浅
キ

直

衣
ヨ

リ

　

　
　

　

　
コ

キ
一

　

　
　

　

　
長
方
朝
臣

卅
＝ 、

A

第
三

十

紙
〉

（
東
博
本
の

朝
浅
キ
L

白
L

浅
キ
」

無
し

）

《
詞
書
三
》

五

節
と

も
ま
い

り
は

て

ぬ

れ
は

帳
台
に

行

幸
な

る
殿
上
人

を

の

く
脂

燭
を

さ
し

て

さ
き

に

ま
い

る

御
と

も
に

関

白
を
は
し

め

て

し
か

る

へ

き
公
卿
ま

い

る
承

香
殿
を
と

を

り
て

后
町

の

廊

よ

り
常
寧

殿
に

な
り

を

は

り

ぬ
く

第
三

十
一

紙
V

（

畝

転

−亠
上

L
常
姆

早

殿
へ

渡

御）

　

　
　

　

　
承
香
殿
L

　

　
　

　

　
前
左

衛
門
佐
平
忠

度
朝
臣
L

黒
カ

キ

ワ

ラ
ヒ

L

　

　
　

　

　
薄
浅
キ
L

〈

第
三

十
二

紙）

　

　
　

　

　
水
無

瀬

親

信
」

無
文

薄
浅
キ
L

白
L

薄
浅
キ
L

山

木
陽
子

〈

第
三

十

三

紙
〉

　
　

　

　

緑

青
」

〈

第
二

十

四

紙
〉

（

天

皇）
　
御

衣

白

文
艮

／

御
袴
薄
紅
梅
文
艮
L

〈

第
三

十

五

紙
〉

　
　

　

　

呉

竹
臺
L

紙
地
上

黄
土

ク

引
」

竹
緑

葉

如
此

黒

　
　

　

　

書

緑
入

／

白
六

ノ

葉
交
（
東

博
本
は

入）
L

　
　

　

　

松
殿
基
房
」

薄
浅
キ
一

白
」

白
L

六
」

薄
浅
キ

　
　

　

　

文

艮
L

六
一

　
　

　

　

假
橋

く

第．
二

十L
ハ

紙∀

　
　

　

　

新
長

橋
／
帳
臺
試
之

日

假

造
一

　
　

　

　

　（
東
博

本
は

大

炊

御
門
・
九

條

殿
・

久

我
上

方

　
　

　

　

　
に

朱
で

書
込
）

　
　

　

　

大

炊

御
門

左

大

臣
L

浅

キ
一

白
」

白
」

白一

　
　

　

　

　亠
ハ

」

六
L

浅
キ
L

　
　

　

　

東
西

北
階
L

白
L

　
　

　

　

清

涼
殿
L

　
　

　

　

　
二

間
L

〈

第
三

十
七

紙
V

　
　

　

　

右

大
臣
九
條
殿

兼
實
」

浅
キ

少
コ

ク
」

白
L

浅

　
　

　

　

　
キ
一

　
　

　

　

束

面
簣
子
L

　
　

　

　
　

孫
廂
」

　
　

　

　
　

久

我
内
大
臣
一

浅
キ
L

白
」

萌
黄
文
金
L

　
　

　

　
　

左

大
将
師
長
一

浅
キ

（

東
博
本

浅
黄）
L

白
L

　
　

　

　

　
浅
キ．
（

東

博
本
浅
黄
）

文
金
」

〈
第
三

卜

八

紙
〉

　
　

　

　

　
額
問
L

A

第
三

十
九

紙
〉

《

詞
書
四》
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明

犀
大

学
釧

究

紀
要
【

目

本
文
化

学
部
・、
觜

語
文
化
学

科】

第
み

⊥

号

　
二

〇

〇

三

年

そ
の

、

ち

帳
台
に

舞

ひ

め

と

も

ま
い

り

ぬ

る
ほ

と

に

殿
上
人

后

町
の

廊
に

て

み

た
れ

舞

な

り

ひ

ん

さ
丶

ら

ま
ん

さ

い

ら

く

な
と

い

と
か

し

か

ま
し

ち

や

う
た

い

の

こ

丶

う

み

は

て

ぬ

れ

は

主

上

か
へ

ら

せ

た

ま

ふ

行
幸
の

み

ち

さ

き

に

お

な

し

〈

第
四

十

紙
〉

（
絵
i−

后

町

廊
に

お

け
る

殿
L
入

の

乱
れ

舞
）

　

　

　
　

　

常

寧
殿
」

　

　

　
　

　

通

親

朝
臣
L

浅
キ
L

浅

キ
．

A

第
四

十
一

紙
〉

　

　

　
　

　

定
能

朝
臣
L

白
」

浅
キ

　

　

　
　

　

泰
通

朝
臣
L

白
L

浅
キ
．

浅
キ
L

　

　

　
　

　

有
房

朝

臣
」

浅
キ
し

白
一

　

　

　
　

　

顕
儒
朝

臣
」

浅
キ
L

白
一

浅
キ
内

　

　

　
　

　

后
町

廊
」

　

　

　
　

　

隆
房
朝
臣
L

浅
キ
」

白
L

　

　

　
　

　

雅
賢」

浅

キ
L

白
一

　

　

　
　

　
基

宗
L

浅

キ
L

白
」

　

　

　
　

　

實
明
L

浅

キ
一

白
．

浅
キ
」

へ
第
四

十
二

紙
〉

　

　

　
　

　
公

衡
」

浅
キ
」

白
 

　

　

　
　

　
（

殿
上

人）

浅
キ
．

白
L

浅
キ

ハ
第
四

十
三

紙
〉

《

詞
書
五
》

と

ら
の

日

は

殿
上
の
L

此
所

破

失

ス
淵）

酔
な
り
な
を

し

に

い

た
」

（
し）

あ

こ

め
む

ま

の

時
よ

り

殿

上
人

ま
い

り

つ

と

ひ

て

淵

酔
は

し

ま

る

〈

第
四

十

四

紙
〉

（

絵
−
清

涼
殿
殿

上
の

問
に

お

け
る

殿

上

人
の

酒

宴）

A

第
四

十
五

紙
〉

　

　

　
　

　

新

蔵
人

成

實
L

艮
L

　

　

　
　

　

範

光
」

黒」

　

　

　
　

　

小

叛
數 

　

　

　
　

　

殿

翌
鳳

タ
タ

黛

困
蟹
隣

本
は

鷽）
L

　

　

　
　

　

白
L

丹
ス

3、
ウ

ス

ク
L

ク

サ

シ

ル
L

　

　

　
　

　

仲
基
一

六
L

　

　

　
　

　

惟
頼
」

黒
L

｛

簾
博

本
に

朱
）−

　

　

　
　

　

神
独

門
南
柱
」

　

　

　
　

　

朱
購

A

第
四

卜
六

紙
V

（

門
額
に）

神
紬
門
［

　

　

　
　

　

棹、
闘
｛

〈

第
四

十

七

紙
V

　

　

　
　

　
沓

脱
」

八

第
四

十
八

紙
〉

　

　

　
　

天・
櫃
L

　

　

　
　

壌

壁
賊

白
」

　

　

　
　

　
女

宮
階…

　

　

　
　

市

囂

　

　

　
　

・
女

官
戸
L

　

　

　
　

譱、
殿
司

宿
」．
白
」

A

第
四

卜

九
紙
V

《一
詞
愈口
六
》

淵
酔
は

て

ぬ

れ

は

か
た

ぬ

き
て

わ
た

と

の

ま
て

を

の

く

94

く
つ

を
は

き
て

後
涼
殿

の

ひ

ん

か

し
よ
り

あ

さ
か
れ

ゐ

の

御

前
よ

り

御
湯
と
の
、

は

さ
ま
を
い

て

丶

弘
徽
殿
の

ほ

そ
と

の

丶

ま
へ

登

花

殿
を
め
く
っ

て

寛
曜
殿
の

そ

り
橋
の

に

し

よ

り
の

ほ

り

て

常
寧
殿
五

節

所
の

ひ

む

か
し

の

壇

の

う
へ

を

め

く

る

な
リ

八

第
五

十
紙〉

（
絵
−
淵
酔

後
殿
上

入
ら

登
花

殿
の

前
を

行
く

）

　

　

　
　

　（
官
女

達
）

シ

ト
一
（
東
博
本
に

朱
」
）

キ
一

六
L

　

　

　
　

　（
衛
府
官
）

紺
金
ク
・
ル

」

朱
L

口．一

紺」

　

　

　
　

　〔
衛
府
官）

六

卜

紺
ト
一
（
東
博
本
に

朱
」

）

同」

　

　

　
　

　
紺
」

　

　

　
　

　（
衛
府
宮）

シ

ト

ク
 
シ

ト

ク
」

八

第
五

卜
一

紙
〉

　

　

　
　

　（
殿

ト

人）

中
浅
キ

白
ク

・
ル
一

白
L

（
東
博
本

　

　

　
　

　
に

朱
b

紺
端
ヨ

リ

金
ク

・
ル
」

　

　

　
　

　
（

官
女

達）

自
L

白
」

へ

第
五

十
二

紙
〉

　

　

　
　

　
弘
徽
殿

〈
第
五

卜
二

紙
〉

　

　

　
　

　
（

殿
上

入
）

白
六
ク

艮

ク
・
ル

」

　

　

　
　

　
（

衞…
府
官
）

　
六
L
　

六
」

　

　

　
　

　
（

衛
府
官
）

同
L

　

　

　
　

　
（

衛
府
甞
）

同
L

　

　

　
　

　
（

衛
府
官
）

同
」

　

　

　
　

　（
殿
レ

入〕

薄
浅
キ
鴨

白
L

薄
浅

キ

白

ク
、
ル

一

〈
第

κ

卜
四

紙
〉

　

　

　
　

　〔
衛
府
官）

同
L

白一
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　（
衛
府

官）

同
L

　

　
　

　

　（
殿

上

人
）

薄
浅
キ

」

白
L

白
六

艮

ク

・

ル
L

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

濃
肉
色
朱
ク
、
ル
L

白
L

同
L

　

　
　

　

　（
衛

府
宮
）

同
L

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

同
」

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

同　

〈

第
五

十
五

紙〉

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

紺
L

白
L

同」

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

同
L

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

同
L

　

　
　

　

　（
衛

府
官
）

同
L

　

　
　

　

　（
殿

上

人
）

浅
キ

白

ク

・

ル
」

白
一

紺
端
ヨ

リ

　

　
　

　

　
艮

藏
」

　

　
　

　

　（
走

童

女
）

白
L

白
L

白
」

中
浅
キ
L

六
文
ス

　

　
　

　

　
ミ

」

白
」

　

　
　

　

　
〔

走

童
女）

薄
シ

ト

端
ヨ

リ

金

ク

マ

L

カ

サ

子

　

　
　

　

　⊥
ハ

L

朱
文
キ
L

白
L

　

　
　

　

　
（

走
童
女）

白
L

シ

ト
」

　

　
　

　

　
艮
泥
」

A

第
五

十⊥
ハ

紙
V

　

　
　

　

　
自

」

　

　
　

　

　
（

衛

府
官）

六
L

六
L

　

　
　

　

　
（

衛

府
官）

同
L

　

　
　

　

　
（

殿
上

人）

浅
キ

白
ク

・

ル
L

　
カ

サ

子

紫
白
L

　

　
　

　

　
濃

浅
キ

艮

白

ク
、

ル
」

　

　
　

　

　
登

華
殿
｝

　

　
　

　

　
（

衛

府
官）

同
L

黄
土
二

黒

入

艮
ク

・

ル

…
（
東

　

　
　

　

　
博
本
驚

歓，
壌
卜、

轟

ス

ミ

入
証

ン

ク

グ
ル

L
）

　

　
　

　

　
衛

府
官
）

同
L

〈

第
五

十

七

紙
〉

　

　
　

　

　（
殿

上

人
）

浅

キ

白

ク

、
ル
」

白
L

浅
キ

艮

新
出
の

東
北
大
学
図
書
館
本

『

承

安

五

節
絵
巻
」

模
本
に

つ

い

て

　
　

　

　
　
ク
、
ル
一

〈

第
五

十
八

紙
〉

《

詞
書
七
》

か
た

ぬ

き
は
て

ぬ

れ
は

御

前
の

こ
丶

う
み

な
り

と
こ

ろ

く
の

淵
酔
推

参
な
と

に

ま
い

り

て

束

帯
に

て

か
ヘ

リ
ま
い

り

て

舞
ひ

め
わ
ら

は

な
と

の

ほ
せ

つ

れ
は

御

前
の

御

装
束
な
を

し

て

殿
上

人
を

清
涼
殿

の

御
前
に

め

す
又

さ
ま

く
舞
の

丶

し

る

な

り

〈

第
五

十

九
紙
〉

（

絵
…

清
涼
殿
御

前
の

こ

」

う

み

殿
上

人
の

舞）

　
　

　

　
　
ミ

ス

白

緑

竹
緑
ニ

テ

引
／

干
鳥
カ

ケ

黄
十

ク
L

　
　

　

　
　（
殿
ト

人
）

黒
L

白

無
文
L

白
L

白」

白
」

白
L

　
　

　

　
　

黄
土

ク
L

　
　

　

　
　（
風

流
の

櫛
）

　
エ

ン

シ
」

〈

第
六

十
紙
〉

　
　

　

　
　（
殿

上

人
）

黒
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人
）

黒
L

白
L

白
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人
）

黒

カ

キ

ワ

ラ

ヒ

L

六
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人
）

黒
L

白
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人
）

黒
L

　
　

　

　
　

板
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人
）

黒
L

白
L

　
　

　

　
　

板
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人）

黒
カ

キ

ワ

ラ

ヒ
L

六
」

六
L

白

文

　
　

　

　
　

艮
　

　
　

　

　
　（
殿
上

人）

黒
L

　
　

　

　
　（
殿

上

人）

黒
L

装

束
文
古

而
不
見．」

A

第亠
ハ

十
一

紙
V

《

詞

書
八
》

卯
日

か

た

ぬ

き
け

ふ

は

き
ぬ

を

い

た

さ

す
昨
日

の

山

本

陽
子

み
ち
の

ま

、

に

め

く
り
は

て

ぬ

れ

は

わ

ら

は

御
覧
な

リ

清
涼

殿
の

ま
こ

ひ

さ

し

に

関
白
已

下
大

臣
両
三

着

座
そ

の

、

ち
わ
ら

は

を

め
す
す

ゑ

く
の

殿
上

人

承
香

殿
の

い

ぬ

ゐ
の

す

み

の

ほ
と

り

よ

り

う

け

と

り
て

か
り

橋
よ

り
御

前
に

ま
い

る

な

り

下

仕
承
香

殿
の

す
み
の

す
の

こ

橋
よ
り

お

り

て

ま

い

る

蔵
人
こ

れ
に

つ

く

殿
上
人
の

つ

く
事
も

あ
り

〈

第
六

十
二

紙
〉

（
絵
1
わ

ら

は

御
覧
）

　

　

　
　

　
（

殿
上

人）

浅
キ
」

白
L

白

六

文

金
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《附表 2》　東北 大 学図 書館本 『承安五 節絵 』模本 の 紙継ぎ

　 　 　 　 　 　 　 縦 37．4　cm

紙 寸　法 備　考 紙 寸　法 備　考 紙 寸 　法 備　考

見 返紙

　一i一
425cm 第 25紙 21．5cm

一．

第 50 紙

　　 由
27．Ocm

第 互 紙 27．9cm ．一段詞 第 26紙 5．Ocm 第 51紙 8．5cm

第 2 紙 9．5cm 第 27紙 25．5cm 第 52紙 4．5cm

第 3 紙 4．5cm 第 28紙 24，5cm 第 53紙 27．Ocm

第 4 紙 25．Ocm 第 29紙 23，5cm 第 54紙 24．5cm

第 5 紙 14．OGm 第 30紙 26．5cm 三 段詞 第 55 紙 23．Ocm

第 6 紙 26．5cm 第 31紙 16，0cm 第 56 紙 21．Ocm

第 7 紙 21．Ocm 第 32紙 16．Ocm 第 57 紙 9．5cm

第 8 紙 9，5cm 第 33 紙 10．Ocm 第 58紙 16．5cm 七段詞

第 9 紙 26．5cm 第 34紙 27，5cm 第 59 紙 21．O　crn

第 10紙 2，0cm 第 35紙 26．5CI皿 第60 紙 26．5cm

第 11紙 23．5cm 第 36紙 25．Ocm 第 61紙 19．5cm 八 段詞

第 12紙 17．5cm ↑ 第 37 紙 27．5cm 宅

第 62紙 27．5c π 1

第 13紙 7．5cnl 貼紙 第 38紙 12，5cm 第 63紙 27．5cm

第 14紙 26．5cm ↓ 第 39紙 26．5cm 四 段詞 第 64紙 17．5cm

第 15紙 23．Ocm 第 40 紙 22．Ocm 第 65紙 27．5cm 九段詞

第 16紙 275cm 二 段詞 第 41紙 27，5cm 第 66紙 26，5cm 小貼紙
｝　｝

第 17紙 6，0cm 第 42 紙 8．Ocn1 第 67紙 27．2cm
一「眉、

第 18紙 173cm 第 43 紙 190cm 五 段詞 第 68紙 12，0cm

第 19紙 27．5cm 第 44 紙 3．5cm 第 69紙 15．3crn

第 2D紙 13．Ocm 第 45紙 27．5cm ミ 第 7D紙 22，5cm

第 21紙 7．Ocm 第 46 紙 6．5cm 第 71紙 17．Ocm 奥　書
一一匿

第 22紙 26，5cm 第47 紙 20．5cm 第 72 紙 5．2cm

第 23紙 5．5cm 第 48 紙 26．2Gm 奥 付 紙 18．5crn 奥　付

第 24紙 27．5cm 第 49紙 27．5cm 六 段詞
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